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 報 告 

8 月サロンあゆみ   

8 月 19 日（金）ひらつか市民活動センターＡ会

議室において進捗型心理勉強会第 3 回目と自由交

流を行いました。  参加者 20 名     

今回は前回と少しやり方を変えて、挙手のあっ

た人に取り組みと状況を話していただき、それに

対するアドバイスを受ける。その他の方はそれを

聞き、後半の自由交流の時に、個人的に相談した

い人は井上さんに相談する、という形を取りまし

た。  

Ａさん：天井に人が住んでいていつも自分を見て

いるという妄想がある⇒妄想は自分の現実を認め

てほしい時に出るので、妄想を認めてかかわって

あげる。  

Ｂさん：自分の世界に閉じこもり独り言を言って

いる⇒独り言は自分の世界を楽しんでいたり、ス

トレスからの解放になるので止めないで、誰と話

しているの？などと聞いてあげる。自分の内側を

話しだすこともあるのでよく聞いて認めてあげる。  

Ｃさん：電話をかけたり、カラオケに行くなど一

人行動が出てきた。⇒指導、助言は避けて見守っ

てあげる。 

《Ｑ&Ａ》  

・父性と母性のどちらが重要か   

⇒父性が強いと癒やしがなくなる。シングルマザ

ーの家庭では父性が強くなってしまう。  

・母親が仕事を持つことについて  

⇒子どもにとって話せる人、頼れる人が必要。 

頼ったり頼られたりの関係が大事。  

・親亡き後への不安が大きい  

⇒メンタル面のサポートができる人が必要。     

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの予定          

○10 月 13 日（木）・14 日（金）         

第 14 回みんなねっと全国大会（広島大会）  

   テーマ：愛と自立を語ろう    

 基調講演「地域において精神障害者と家族が安

心して暮らせるために」   

 特別講演「誰もが自分らしく暮らせる地域のた

めに～みんなで考える地域精神保健のあり方」  

  参加申し込みの詳細はホームページ

（hirokaren.org/０1）で公開しています。  

 オンライン配信と対面形式のハイブリッド開催。 

 問い合わせ先 広家連 ℡082－285－3837   

 

○10 月 21 日（金）・22 日（土）        

平塚市福祉会館まつり  

 みどり農園の新鮮野菜、東北支援昆布など販売。 

 当事者の絵画作品展示。   

 

○11 月 13 日（日）               

じんかれん主催 第 48 回「県民の集い」 

 会場：藤沢市民会館 小ホール  

 テーマ：「精神疾患のある家族をケアする 

     ヤングケアラーを考える」   

 基調講演：澁谷智子氏  

 映画上映：｢ふたり～あなたという光｣   

 ～～詳細はチラシをご覧ください。～～    
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障害者権利条約  

  初の日本審査を終えて    

         JD ホームページより 

 8 月 22 日、23 日に国連ジュネーブ本部で障害 

者権利委員による初の日本審査が行われました。 

日本からは 100 人以上の傍聴団が参加し、JD（日 

本障害者協議会）からも藤井代表はじめ傍聴団に 

参加しました。障害者権利条約の誕生から深く関 

わってきた藤井克徳JD代表の談話を発表します。      

 

代表談話 

障害者権利条約 初の日本審査を終えて 

2022 年 8 月 26 日 

認定 NPO 法人日本障害者協議会 

代表 藤井克徳 

 

 歴史的な会議や企画をふり返る時、その開催の

前と後とで、期待やとらえ方が大きくズレること

がある。今回の国連ジュネーブ本部での障害者権

利委員による日本政府報告書に関する審査（以下、

対日審査）はまさにその典型となった。JDF（日

本障害フォーラム）や日弁連を中心とする NGO

側は、パラレルレポート（政府報告書に対する

NGO 独自の見解）作成を中心に、数年越しで対日

審査に備えてきた。そこに込めた思いはただ一つ。

「人権侵害に当たるいくつもの深刻な実態を好転

させたい」に尽きる。 

 去る 8 月 22 日、23 日の両日に開かれた対日審

査は惨憺たるものだった。審査が始まった直後か

ら期待感は一気に萎みだした。持ち直すことは一

度もなかった。詰めかけた日本の NGO100 人余の

日本政府代表団への印象は、唖然、そして怒りの

入り混じった衝撃以外のなにものでもなかった。

ヤジも飛んだ。 

 日本政府（関連省庁から 25 人以上が出席）の見

解や姿勢についての感想を簡潔に述べたい。 

一点目は、障害者をめぐる実態に誠実に向き合っ

ていないことである。例えば、権利委員からは隔

離状態が続く精神科病院の実態を問い質している

のに、政府コントロール下にある検討会報告書の

一文を読み上げ、政策方向は順調だと言わんばか

りの答弁がくり返された。あげくの果ては、事実

とは異なる言い回しや数値が登場する始末。 

 二点目は、障害者権利条約の全体像と本質を理

解していないことである。権利委員から、権利条

約の魂とも言える「他の者との平等を基礎として」

に沿っての、障害の社会モデル・人権モデルや複

合差別・交差差別、インクルーシブ政策への対応

が求められたが、まともに回答できなかった。は

ぐらかしというよりは、それらの本当の意味を知

らないことからくる急場しのぎに思えた。 

 三点目は、日本の障害者政策を改革しようとす

る気迫が感じられなかったことである。審査の形

式は、権利委員と政府による「建設的対話」とい

うものなのだが、そこにくり広げられたのは、「う

まくいっている」もしくは言い訳の連発だった。

「建設的」でもなければ、「対話」でもなかった。

国際障害者年（1981 年）を改革の追い風にしよう

とした当時の障害関連官僚とはまるで違う。 

以上述べた日本政府へのネガティブな感想だけ

が今回の対日審査のすべてかと言うと、決してそ

うではない。ポジティブな側面がいくつもあった。
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まずあげたいのは、障害者権利委員（18 人）の真

撃で懸命な働きだった。パラレルレポートを丹念

に読み込んでくれていた。的を射た質問が連なり、

ねばり強い食い下がりもみられた。明らかに日本

政府の不誠実さを見抜いていたのである。極めつ

けは、ヨナス・ラスカスさんと並んで日本審査担

当のキム・ミヨンさんの権利委員会を代表しての

最後のコメントだった。途中から涙声に変わる。

「こんなにも真剣なパラレルレポート、そして日

本からの大勢の傍聴者の前で、日本政府のみなさ

んは恥ずかしくないのですか」、私たち日本の傍聴

団にはそう聴こえた。おそらくは、傍聴者のすべ

てが涙したように思う。政府報告に落胆していた

中で、「傍聴に来てよかった」と思わせてくれた瞬

間だった。拍手は鳴りやまなかった。 

ポジティブな側面のもう一つは、まもなく出さ

れる権利委員会による総括所見（日本政府への勧

告）にますます期待が高まることである。日本政

府の不誠実な姿勢の分、権利委員のエネルギーは

総括所見の作成に向かうに違いない。期待してい

いように思う。 

日本政府の対応への評価は、文字通りの「ジュ

ネーブショック」だった。しかし、それに向かっ

た日本の NGO のまとまりと努力は、未来に向け

て掛け替えのないものを残してくれた。そして、

障害者権利委員会及び一人ひとりの委員の国際正

義を貫こうとする姿勢に、改めて称賛の拍手を送

りたい。 

やはり障害者権利条約はすばらしい。同時に、

「権利条約に恥をかかせてはならない」の意を強

くした対日審査であった。最後に、関心を持って

いただいた多くの市民社会にお礼を述べるととも

に、間もなく出される総括所見を最大限に生かす

ことを表明する。 

 投 稿  

秦野名水散歩・森林セラピーに参加して 

  

皆さん、猛暑が続く中如何お過ごしでしょうか。 

家族会では、いつも大変お世話になっております。 

私は日頃も常に気を配り、約一週間を周期に起こ

る“不快で、難解なる種々出来事”の対応にここ

ろが暗雲低迷、しかしお陰様で、ここまで繋がっ

ております。 毎日毎日はまあこんなものかと、

睡眠や食事もまあまあ、運動もそこそこできてお

り、これでも平均的に体調は「良い」と思ってお

りました。 ところが今回、表題の催しに参加の

機会を得て、その「良い」という認識が間違って

いたと新鮮に感じることができましたので、この

ことをお伝えしようと思います。  

主催は、秦野市、会場は「秦野市の表丹沢野外

活動センター・葛葉の泉コース」の沿道で、参加

費は 2,500 円、準備は「良い」体調、歩きやすい

服装とエプロンでした。 活動は朝から盛り沢山

で、幸い好天に恵まれ以下のように進みました。 

① 9：30 当センターで集合し、葛葉の泉まで沿

道にある草花木の説明を聞きながら散策。 

※出発前に、アンケート形式で当日朝の体調を

記入する。（体調、睡眠、気分、食事、ストレス

など、「大変良い」、「良い」、「普通」、「悪い」「大

変悪い」まで 5 段階評価） 

私は、「大変良い」ないし「良い」と記入しました。 

② 葛葉の泉で水分補給をしてから、さらに上の

水源の森林にて、目を瞑りこころを落ち着けて、

耳を澄まし、聞こえる音（蝉や鳥、沢水、風の梵、

枝の音など）にこころを委ねる。 

③ その場のハンモックで、体全体を脱力させて

横たわりゆらゆらと身を委ねる。 

④ 堰堤のそばに降りて、竹筒の端に耳を当ても

う一方で沢の底を、方々探り音を聴く。（さらさ

ら、ぼこぼこなどと聞いたことがない、変化のあ
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る響きの音が聞こえる。） 

⑤ お昼になり、流れの辺に腰を下ろし、「里山キ

ッチンのセラピー弁当」をいただく。 

（里山の材料を厳選し調理。盛付けが里山の風景、

色合いや匂い、人の温もりを感じさせる一品） 

⑥ センターまで引返す。この間、沢蟹、捕獲さ

れたヒルやハンミョウも見せていただいた。 

⑦ お腹が落ち着いた処で、手ぬぐいの体験藍染。

デザインや紋を作る方法の選択は、即興です。 

⑧ 染め上げて、濯ぎ。乾かしている間、バタフ

ライティやくろもじ茶を試飲します。 

⑨ 15：00 皆で、ロープに吊るされた手ぬぐいの

鑑賞をして、解散となります。 皆の個性に驚き、

我ながら上出来、密かに悦に入りました。 

 ※この時、最初のアンケートの続きで、当催し

参加後の同じ体調の質問に回答します。 

 ここで、私は朝の体調は「良い」ではなく、「悪

い」だったのだと、明確に気が付いたのです。 な

ぜなら、参加後の今が「良い」すなわち、より率

直に緊張感が解けて、心地よくこころが軽く感じ

られたからです。 ですから、今が「良い」のな

ら朝は、本当は「悪い」かったのです。 「悪い」

ではない、「良い」のだと思おうとする癖がつい

ていたようです。やせ我慢でしょうか。 当に、

過ごした時間が「良く」させたのでした。 

無理は長く続きません。 皆さんも、ご興味が

あれば一度参加されることをお勧めいたします。 

因みに、どや顔でくだんの手ぬぐいを家で自慢し

ましたら、散々でした。 ご慈愛を。 （M.H）  

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月のサロンあゆみはお休みです！ 

 10 月 21 日（金）は平塚市福祉会館まつりと重

なるためお休みとなります。 

 お間違えのないようにお願いします。     

     

      

 

精神保健福祉ボランティアグループ 

    こんぺいとう のお知らせ 

  9月 10日（土）お茶会 中央公民館和室  

 9月 17日（土）定例会 福祉会館第 3会議室  

 9月 24日（土）11：00～  サロン   

    ほっとステーション平塚（老松町 2－19  

    読売高野ビル 5F） 参加費 200円  

 10月 8日（土）お茶会 福祉会館第 3会議室  

 10月 15日（土）定例会 福祉会館第 3会議室  

           ＊お茶会参加費 100円        

 ＊2022年度会費納入について  

 活動時にお支払いいただくか、または 

下記口座への振り込みをご利用ください。   

年会費 2400 円・賛助会費 1 口 1000 円（何口で

も可）    手数料は別途ご負担ください。  

横浜銀行平塚支店 店番６４１  

         普通口座 １８４４８６９  

精神保健ボランティアグループこんぺいとう  

石川ひろみ             

 

 

 

 原稿募集 ！！   

 あゆみ会報への原稿をお寄せください。 

 日常の中で感じていること、最近のニュースの感

想、旅の思い出、読書感想、お勧め料理のレシピ

などなど、なんでも結構です。  

 楽しい紙面作りにご協力ください。 


